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第７回高富町・伊自良村・美山町合併協議会 

 

開 催 年 月 日  平成１４年３月１日（金） 

開 催 場 所  高富町役場庁舎３階大会議室 

合併協議会委員定数  ２５名 

開 会  午後１時３０分 

閉 会  午後２時４７分 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会出席者 

 会   長  山  崎     通 

 委   員  矢  口  貢  男       村  橋  忠  夫 

        久 保 田  ・（ひとし）     渡  辺  政  勝 

        武  山  和  行       藤  岡     功 

        杉  田  實  男       平  野     元 

        三  井  怜  子       上  野  登 志 博 

        横  山  善  道       川  島  清  夫 

        山  崎  雄  作       舩  戸  繁  俊 

        棚  橋  壽  子       長  屋     孝 

        大  西  克  巳       小  森  英  明 

        河  口     衛       高  瀬     茂 

        花  村     進       石  神  み ち 子 

        古  川  一  美 

                                   以上２３名 

 顧   問  山  田  忠  雄 

 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会欠席者 

        髙  井  克  明       河  合  正  明 

                                   以上 ２名 
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高富町・伊自良村・美山町合併協議会幹事会 

 幹 事 長  横  山  久  生 

 副 幹 事 長       宇  野  敏  勝       早 矢 仕  英  雄 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会総務専門部会 

 専 門 部 会 長          舩  戸  時  夫 

 一般管理分科会長  長  屋  義  明 

 行政一般分科会長  鷲  見  奉  子 

 企画財政分科会長  嶋  井     勉 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会教育専門部会 

 専 門 部 会 長          駒  田  武  久 

 学校教育分科会長  小  林  圀  之 

 社会教育分科会長  室  戸  弘  全 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会事務局 

 事 務 局 長       酒  向     隆 

 事務局職員  上  野  達  也       久 保 田  裕  司 

        安  川  英  明       土  田  浩  司 

 

議事日程 

 １ 開会 

 ２ 会長あいさつ 

 ３ 議題 

    協議事項 

     協議第１７号 公共的団体等の取扱いについて 

     協議第１８号 消防団の取扱いについて 

     協議第１９号 自治会関係事業の取扱いについて 

     協議第２０号 学校教育関係事業の取扱いについて 

     協議第２１号 社会教育関係事業の取扱いについて 

     協議第２２号 （仮称）新市まちづくり構想について 

     協議第２３号 平成１４年度合併協議会予算について 

    確認事項 

     第８回合併協議会開催日程等について 

 ４ その他 

 ５ 閉会 
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○事務局長 大変お待たせをいたしました。ただいまから第７回高富町・伊自良村・美山

町合併協議会を開催いたします。 

 本日のご出席でございますけれども、伊自良村の髙井委員にあっては病気療養中という

ことで、今日はご欠席と伺っております。次に、河合委員ですけれども県議会中というこ

とでご欠席と伺っておりますので、よろしくお願いいたします。 

              午後１時３０分 開会 

○事務局長 それでは、開会に当たりまして、会長であります山崎通高富町長よりごあい

さつを申し上げます。 

○会長 どうも皆さん、こんにちは。 

 今日は３月に入りまして、公私とも大変お忙しいところを、第７回の合併協議会という

ことでご案内させていただきましたところ、お忙しい中にもかかわらずご出席いただきま

したことに対して、厚く御礼申し上げます。 

 また、平素はこの協議会のためにご尽力やご協力をいただいておりますことも併せて厚

く御礼を申し上げます。 

 時の経つのも早いもので、この間、正月だったかなと思ったら、もう既に３月に入りま

して、皆さんとも大変忙しい毎日を送っていらっしゃるんではないかと思っているわけで

すけども、この協議会も皆様方のご尽力やご協力のおかげをもちまして、機運も高まり、

また住民の方たちにも広く知れ渡るようになったということを、最近特に感じ取っている

わけですけれども、これもそれも皆様方のご協力の賜と思っています。この間も伊自良の

方や、あるいは美山の方とちょっとお話しましたら、もう既に夢を膨らませていらっしゃ

いまして、どういう名前になるんやろう、どういう市になるんやろうというようなことを

何回も尋ねられました。 

 私どもも高富町で、平成７年頃から下水の農業集落排水事業を進めておりますけれど

も、今度公共下水道を進めさせていただくということで、１３会場に分けて説明会に毎晩

出かけております。昨日でちょうど終わったわけですけれども、その折に大体１００人以

上の方たちがお集まりになりまして、下水道の説明をさせていただいた折に、行政全般に

わたって、あるいはこの合併についてご質問ありませんかというようなことをお尋ねした

んですけれども、既に皆さんは山県郡が合併したかのごとく発言をされたり、あるいは大

変期待をしているというようなことをおっしゃいまして、数人の方ですけれども、早く新

市の名称を知りたいということもおっしゃって、大変ご理解をいただいていると、こんな

ことで喜んでいるわけですけれども、皆さんと一緒に我々も、この山県郡がどういう形で

住民サービスの提供ができるかということを真剣に話し合っていきたいと思っておりま

す。ひとつ今日もお手元に配付の件についてご審議を賜るわけですけれども、慎重にご審
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議をいただきまして、また適切なご決定をいただきますようにお願いを申し上げまして、

甚だ簡単ですけれども、ごあいさつにさせていただきます。本日は大変ご苦労さまでござ

います。 

○事務局長 本日の会議時間は概ね３時半ごろまで、２時間程度というところを目安にし

ておりますので、委員の皆様のご協力の程をよろしくお願いいたします。 

 それでは、ただいまより早速ですが、議事に入らさせていただきます。会長よろしくお

願いいたします。 

○議長 それでは、早速でございますが、議事に入りたいと思います。 

 協議第１７号の公共的団体等の取扱いについてご協議をお願いいたします。 

 事務局からご説明を申し上げます。 

○事務局長 それでは、協議第１７号の公共的団体等の取扱いにつきましてご説明を申し

上げます。座ってご説明させていただきます。 

 協議１７の資料をご覧ください。５枚にわたっております。 

 まず１ページからですが、まず調整方針（案）を読み上げます。 

 公共的団体については、新市の一体性を確保するため、それぞれの実情を尊重しなが

ら、統合又は再編の調整に努めるものとする。 

 ①３町村に共通している団体は、できる限り合併時に統合できるよう調整に努める。 

 ②３町村に共通している団体で、実情により合併時に統合できない団体は、合併後速や

かに統合又は再編できるよう調整に努める。 

 ③独自の目的を持った団体は、現行のとおりとする。 

 以上が調整の方針（案）でございますが、ここで公共的団体とは何かというところがま

ず問題になりますが、行政実例といいますか、国の解釈というものがございまして、それ

は１ページの備考欄の一番最初のところ、公共的団体等というところで、公共的団体等と

は、農業協同組合、森林組合、漁業協同組合等々列挙してございまして、いやしくも公共

的な活動を営むものはすべてこれに含まれ、法人たると否とを問わないということになっ

ておりまして、割と広い概念と申しますか、多くの団体がこれらに含まれるということに

なっております。 

 そういった公共的団体について、法律的にはどのように取扱われるかについて、真ん中

の欄の関係法令のところに列挙してございますが、まず市町村の合併の特例に関する法律

によりますと、第１６条というのがございまして、これは一部抜粋でございますけれど

も、公共的団体は、合併市町村の建設に資するため必要な措置を講ずるように努めなけれ

ばならないという条項がございますし、合併関係市町村の区域内の公共的団体等は、市町

村の合併に際しては、合併市町村の一体性の速やかな確立に資するため、その統合整備を
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図るように努めなければならないということで、基本的には合併をする場合には、公共的

団体等の統合整備を図るように努めていただきたいという法律の条文がございます。 

 さらに、地方自治法で、各市町村で公共的団体等がどのように位置づけられるかという

ことを謳っておりまして、普通地方公共団体の長は、当該普通地方公共団体の区域内の公

共的団体等の活動の総合調整を図るため、これを指揮監督することができるということ

で、市町村長等に公共的団体等の総合調整のための指揮監督する権限を与えております。 

 ということで、今回、合併協議の中でどういったものを公共的団体としてとらえるかと

いうところなんですが、これが一番左側の留意事項のところに書いてございます。今回合

併協議の中で対象としていく団体としましては、１つは団体の設置について、３町村が関

与している団体、それから２つとしまして、３町村の区域をもって設置する旨の法的根拠

等がある団体、それから３町村の事業に大きくかかわっている団体、概ねこれらの団体を

対象に考えようではないかということです。これら以外の団体も現実にはあるんですけれ

ども、合併協議の中ではこれら団体についてどのように取扱うかについて考えようではな

いかということでございます。 

 次のページをご覧ください。参考までに、商工会あるいは社会福祉協議会について、参

考が掲げてございます。 

 まず、商工会につきましては、商工会法というのがございまして、関係法令の真ん中の

ところに書いてありますが、基本的には商工会の地区は１町村の区域とするとなっており

ますけれども、これも特例がございまして、合併した場合には、その下の地区の特例とい

う条項によりまして、その１市町村に１の商工会を置くという規定にかかわらず、合併前

の町村の区域とすることもできるという規定もございます。従いまして、その場合には１

市町村内に複数の商工会議所あるいは商工会が存在する場合もあり得るということで、山

県郡３町村の場合、それぞれ商工会がございますので、これらがどのような形になるかに

ついては別としまして、一般的に法律の中では複数存在することも可能性としてはあり得

るといっているわけです。 

 社会福祉協議会につきましては、これも基本的には１市町村に１つ置かれているのが通

例でございますし、実際今までの市町村合併の事例におきましても、市町村合併時に社会

福祉協議会の統合が行われているのが通例だということになっております。 

 同じページでございますので、先進事例を見てまいります。ほとんどのところで同じよ

うな言い回しをしておりまして、まず１つは、「各団体の実情を尊重しながら」というと

ころでございます。あくまでも、これは市町村とは別団体でございますので、各団体の実

情を尊重しながらということになると思いますけれども、これが共通の用語でございます

し、「統合又は再編するよう調整に努める」と、言い回しはいろいろなんですけれども、
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基本的には統合していただくように努力をするという用語が入っております。 

 次の２ページにわたりまして、山県郡３町村のうちで３町村に団体のあるもの、あるい

は山県郡の、例えば山県郡何々協会とか、そういった形で団体が置いてあるものを、これ

はあくまでも例示でございます。これが公共的団体のすべてということではございませ

ん。あくまでも分野別といいますか、部会別に例示的に列挙させていただきました。参考

までにということで、次のページは教育専門部会関係でございますけれども、こんなよう

なものを今考えているんだということで、これらについて先ほどの調整方針、１ページに

戻りますけれども、それぞれの実情を尊重しながら、統合又は再編の調整に努めるという

ことになります。 

 １番では、できる限り合併時に統合できるよう調整に努めるとしておりますし、実情を

尊重しますので、実情によってはとても我々町村の合併に間に合わないというものもある

かと思われますので、そういう場合は合併後、速やかに統合又は再編していただけるよう

に調整に努めるとなります。 

 独自の目的を持った団体、地域性の高いものですとか、特定の分野を守備範囲とされる

団体につきましては、現行のとおりとする。特に統合を図るとか、再編するとかというこ

とではなくて、現行のとおりとするものもございます。例えば、地元の水利組合ですと

か、福祉ボランティア団体ですとかというものは、特に再編を強く働きかけるというもの

ではございませんので、現行のとおりとするといたしております。 

 以上が公共的団体等の取扱いでございます。 

 続きまして、５ページの方も併せて公共的団体等の取扱いの中でご説明します。 

 各市町村には、土地開発公社というのが一般的にはございます。土地開発公社と申しま

すのは、地方公社の一形態でございまして、公有地の拡大の推進に関する法律がございま

して、地方公共団体、市町村に代わって土地を先立って取得するということを主な目的と

する公社として、土地開発公社というのが置かれております。山県郡３町村の中にもそれ

ぞれ土地開発公社がございます。これの取扱いをどうするかということでございます。高

富町土地開発公社をご覧いただきますと、例えば流動資産を見ますと、現金預金は５，０

００万円ほどですが、公有地として８億６，０００万円ほどの公有地を持っております。

資産合計を見ていただきますと、９億１，１００万円ほどになります。伊自良村土地開発

公社、美山町土地開発公社を見ていただきますと、現金は持っていらっしゃいますけれど

も、公有地としての財産は今のところ持っていらっしゃいません。従いまして、合併をす

るということで市の土地開発公社として設置するために一本化を図る必要があるんですけ

れども、高富町土地開発公社が既に公有地を相当量保有しているという状態に鑑みまし

て、高富町土地開発公社を生かしたままで市の土地開発公社とし、伊自良村、美山町の土
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地開発公社につきましては、合併の前日に解散し、債権は高富町土地開発公社に譲渡して

債務を引き継ぐという形をとらせていただきたいと思います。 

 これは非常に技術的に配慮した取扱いでございまして、町村が対等合併をするというこ

ととは違う取扱いになりますけれども、現実を見ますと、高富町土地開発公社が相当量の

公有地を持っている。これを解散するということになりますと、町の方で買い戻しという

ことも発生いたしますので、なるべくそれを避けたいということで、高富町の土地開発公

社はそのままとして、名称変更は当然伴いますけども、市の土地開発公社とする。伊自良

村と美山町の土地開発公社については、そのまま高富町に引き継ぐという形をとらせてい

ただきたいという提案でございます。 

 説明は以上でございます。 

○議長 はい、ご苦労さまでした。 

 ただいま事務局の方から説明いたしました協議第１７号の公共的団体等の取扱いにつき

まして、ご質問、ご意見がありましたらご発言をお願いいたします。 

 ご発言どうぞ。 

○委員 お尋ねしますけれども、公共的団体等の中に生産森林組合というのが入っている

と思いますが、高富町も美山町も森林組合、伊自良は生産森林組合というふうな名前なん

ですが、これも統合の対象になるということですが、統合した場合にどういうふうになる

のか、もう少し説明していただきたい。 

○事務局長 ここの例示は、先ほど申しましたように、あくまでも例示でございまして、

森林組合と生産森林組合が全く同じもので、統合を図るべきものとして列挙したわけでは

ございません。従いまして、これが統合の対象になるという意味での例示ではございませ

んので、そこのところを誤解のないようにお願いしたいということでございます。具体的

にどういうことになるかということになりますと、今後のその団体のご意向もありますの

で、今の段階でこうなんだよということで、町村の側がすべてを示すことは、今のところ

はできないんではないかと思っております。 

○委員 今までどおりというふうに思っておってよろしいんですね。 

○事務局長 必ずしも今までどおりになるかどうかも、これもこれからご検討いただくと

いうことでございます。とりあえず、相手方の団体の意向を尊重するというふうに調整方

針になっておりますので、今の段階でそのままでいいよとか、統合しなきゃだめですよと

いうことにはならないんだということでございまして、まだ何も決まってはいないという

段階だと思います。 

○議長 よろしゅうございますか。ほかにございませんか。 

○委員 土地開発公社のことについてお伺いするわけですが、これはいわゆる高富、伊自
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良、美山と土地開発公社がそれぞれあるわけですが、これは先ほどの説明によりますと、

高富町の土地開発公社に吸収されるような形になるわけですか、これは。当然これはそれ

ぞれの町村の理事がおるわけですわ、理事会が。これはやっぱり理事会に諮ってどうかと

いうことを僕は提案するわけですが、その点どうですか。 

○事務局長 正式には、当然理事会の協議を経て、理事会の決議を経て合併といいます

か、どう行くのかということが決まるというふうに思っております。 

○委員 これは合併協議会に提案されたこの書類は、いわゆる我々が異議なしと言っとい

て通れば、これは通過するわけなんですね。ただし書きの解釈によって、それは理事会を

やって理事会で決定されたならこれを通すんだということになればよろしいんですが、こ

のまま異議なしでいけば、これはスムーズに通すという形になるんですか。 

○事務局長 これはあくまでも３町村での合併協議の中で、どういう方針で臨んでいくか

というところをお話しいただいているということですので、正式にはやはりその団体の意

思と、その団体固有の意思というもので決定していただくというふうに解釈しております

が。 

○委員 ほんなら、この協議会は何のためにあるわけですか。今日で７回目でしょう。６

回もあれば、それで提出された書類によって異議なしで通ってきとるわけですね。それに

基づいて合併の方向に進んでいくわけでしょう。必ずしも３回目に出された資料が、これ

は問題があるからだめだということになれば、それが通ればいいですよ。その辺のところ

をちょっと僕は聞きたいわけです。 

○事務局長 土地開発公社そのものの成り立ちから申しまして、あくまでも設立した町村

の意向が大きく働くというふうに思っておりますので、町村間でのその協議の中でどう取

扱っていくのかという協議があって、そのためにこの協議会の中で話し合いが行われてい

ると思っていますが。 

○委員 そうすりゃ、これに今日提案される前に、各町村の土地開発公社で理事会をやっ

て、それならよろしいというやっぱり承諾を受けるのが僕は必要だと思うんですよ。どう

ですか、皆さん。 

○議長 暫時休憩いたします。 

              午後１時５１分 休憩 

              午後１時５５分 再開 

○議長 お待たせしました。休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 事務局の方から再度報告させていただきますので、よろしくお願いします。 

○事務局長 同じような説明になるかもしれませんけれども、あくまでも市町村、設置あ

るいは運営にわたりまして町村の意思が強く働く団体に対してどういう方針で臨むかとい
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うことを今日この場でご審議をいただきたいということで、あくまでも団体そのものの正

式な決定の意思とは別に、その前に町村間で協議をして、町村としてそれぞれの団体にど

ういう方針で臨むかという部分を今回ご協議いただきたいということでございますので、

今回、土地開発公社につきましては、町村としてこの形でそれぞれの団体にお話をするた

めに今日お決めいただいたらどうかなということでご提案させていただいたわけでござい

ますので、必ずしもその団体の意向を無視するという形ではございませんので、ご理解を

賜りたいということです。 

○委員 これはやはり３カ町村に理事会があるんですから、一遍理事会で決定したことを

また持ち寄ってもらった方が僕はいいと思うんですよ。 

○議長 ただいまの長屋委員の方から土地開発公社は各町村にありますので、その土地開

発公社の中で一度決定をしていただいて、さらにここの場へ、合併協議会の方へ持ち寄っ

て決定をするということでどうかというようなご発言でしたが、委員の皆さん方のご意見

を伺いますが、この土地開発公社の件につきましてはそういう方法をとらしていただくこ

とでよろしゅうございますか。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 それでは、ほかの件についてご質問いただきます。この件につきましては、今私

がご説明させていただきましたように、各土地開発公社で一度理事会を開いていただきま

して、再度このテーブルへ載せさせていただくということでお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

 ほかにございませんか。 

                  暫時後 

○議長 よろしゅうございますか。 

              （「なし」の声あり） 

 それでは、ただいま事務局の方から説明しました協議第１７号の公共的団体等の取扱い

につきましては、ご意見も出尽くしたようですので、公共的団体等の取扱いについては、

先程ご案内させていただきました各町村の土地開発公社の件を除いては、皆様方に原案の

とおりご承認をいただくということでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 はい、ありがとうございました。それでは、協議第１７号の公共的団体の取扱い

①については、原案のとおり承認されましたので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、協議第１８号の消防団の取扱いについてのご協議をお願いいたします。 
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 事務局からご説明させていただきます。 

○事務局長 それでは、ご説明をいたします。 

 協議１８としてあります資料をご覧ください。座ってご説明させていただきます。 

 既にご承知のとおり、各町村には消防団がございまして、住民の生命、身体、財産を火

災から保護する、あるいは災害時の被害からそうした住民を守るということで、日夜活躍

されているところでございますけれども、合併するとした場合にこの消防団についてどの

ような取扱いをするかというところでございます。 

調整方針（案）を読ませていただきます。 

 消防団については、合併時に統合する。高富町、伊自良村及び美山町の消防団の団員で

ある者については、新市に引き継ぐものとする。組織、階級、定員、訓練、礼式及び服制

については、調整し新市に引き継ぐものとする。任用、給与、服務その他身分の取扱いに

ついては、調整し新市に引き継ぐものとするといたしております。 

 現在、それぞれの町村に３つの消防団がございますので、新市となった場合には、これ

を新市の一つの消防団とするというのが調整案でございます。 

 次のページをご覧いただきますと、先進事例がございます。下の段でございますが、西

東京市、それから篠山市の事例を見ていただきますと、合併時に統合するとなっておりま

す。ただ、さいたま市におかれましては、消防団については当面現行のとおりとするとな

っておりまして、それぞれの市に消防団があったのを当面はそのまま存続させるという方

針になっておりますが、基本的には私どもは西東京市、篠山市に倣って合併時に統合する

という提案でございます。ただ、組織等につきましては、今後話し合いをいたしまして、

新市のときには決定をしているところでございますけれども、調整の上、新市に引き継ぐ

ということにしておりますし、団員の任用関係、服務関係につきましても、今後調整の

上、新市に引き継ぐという提案でございます。 

 以上です。 

○議長 はい、ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第１８号の消防団の取扱いにつきまし

て、ご意見がありましたらご発言をお願いします。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

○委員 実は美山には消防団の予備隊というのがあるわけですが、こういう取扱いはどう

なるわけですか。 

○事務局長 これについても、今後調整させていただきたいというふうに考えておりまし

て、ご理解を賜りたいと思います。 
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○委員 はい、わかりました。 

○議長 よろしゅうございますか。 

                  暫時後 

 ほかにございませんか。 

              （「なし」の声あり） 

 ご意見もないようでございますので、消防団の取扱いについては原案のとおり承認させ

ていただくということでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということでございますので、協議第１８号の消防団の取扱いについて

は、原案のとおり承認されました。 

 続きまして、協議第１９号の自治会関係事業の取扱いについてのご協議をお願いいたし

ます。事務局からご説明を申し上げます。 

○事務局長 ご説明を申し上げます。 

 協議１９としてあります資料をご覧ください。２枚にわたっております。実は今回差し

替えが発生しておりまして、２ページ目ですけれども、現在の自治会組織につきまして資

料を添付しておりましたけれども、やはり地名を踏まえた自治会名でございますので、振

り仮名がないと読み方がわからないという声もございましたので、振り仮名を振ったもの

で差し替えをさせていただきたいと思いますので、これはあくまでも参考でございます。

今どういう状態になっているかというものを見ていただくための資料でございますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、座ってご説明をさせていただきます。 

 調整方針（案）を読ませていただきます。 

 自治会の組織及び区域は現行のとおりとし、名称については「自治会」とする。自治会

連合組織については、新市に市自治会連合会を置き、１４の地区自治会連合会を置く。こ

の場合の数は、高富地域が５、伊自良地域が２、美山地域が７ということになります。自

治会連合会事業については新市において調整するということになります。 

 皆様ご承知だと思いますけれども、現在それぞれの町村に自治会組織がございます。た

だ、呼び方としましては、例えば高富町ですと、高富町自治会連合会という大もとの組織

がございまして、高富自治会連合会、富岡、梅原、桜尾、大桑という形で５つの自治会連

合会がございまして、その下に７４の自治会がございます。伊自良村ですと、伊自良村区

長会ということで、区長会がございまして、その中に１０区の区がございます。美山町で

すと、美山町区長連合会というのが大もとでございまして、地区には地区区長会というの

がございまして、その中に例えば北山ですと９つの区があるということで、全部で７２の
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区がございます。そんなような形に現在なっておりますけれども、これも市になった場合

には再編をするということになります。この場合、区域と今の自治会のあり方はそのまま

となりますけれども、名称については、今自治会という呼び方と区という呼び方が混在し

ておりますので、これを自治会とさせていただきたい。 

 それから、自治会連合組織としましては、市に大もとの組織である市自治会連合会を置

くということと、地区自治会連合会、高富と美山については現在、地域の連合組織がその

ままになりますけれども、伊自良村につきましては２つ、南と北という形で２つ置くとい

うことになります。 

 現在、自治会連合会事業としましてここに列挙してありますような事業を、いろいろ町

村の事業にもご協力を賜っているところでございますけれども、どんなような形でこれを

連携してお願いしていくかということにつきましては、新市において調整をするというこ

とにしております。 

 以上でございます。 

○議長 はい、ありがとうございました。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしました協議第１９号の自治会関係事業の取扱いに

つきまして、ご質問、ご意見がありましたらご発言をお願いいたします。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

              （「なし」の声あり） 

 ご意見もないようでございますので、自治会関係事業の取扱いについては、原案のとお

り承認させていただくということでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしというご意見をいただきましたので、協議第１９号の自治会関係事業の

取扱いについては、原案のとおり承認をされました。 

 続きまして、協議第２０号の学校教育関係事業の取扱いについて、協議第２１号の社会

教育関係事業の取扱いについては、ともに関連する点も多くございますので、一括してご

協議をお願いします。 

 事務局からご説明をさせていただきます。 

○事務局長 それでは、ご説明をいたします。協議２０とナンバーが振ってあります資料

をご覧ください。座ってご説明させていただきます。 

 中学校生徒派遣事業でございますけれども、調整方針（案）を読ませていただきます。 

 中学校生徒派遣事業については、平成１５年度は現行のとおり新市に引き継ぎ、平成１

６年度以降は新市において調整するものとする。新市においては、現行の伊自良中学校修
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学旅行を中学校生徒派遣事業として位置付けるものとしております。 

 ご説明いたしますと、現在、高富町、美山町におかれましては、中学校の生徒、２年生

の生徒でございますけれども、その中から代表ということで、高富の場合は４０人、美山

の場合は２０人の生徒を、高富町はオーストラリア、美山町は中国に派遣いたしておりま

す。いずれも夏期休業期間中ということで、日にちは７日間と５日間で違いますけれど

も、ほぼ同じような形で、行き先は違うという形で実施されておられます。ところが、伊

自良村におかれましては、中学校の授業であります修学旅行という形で、当然これは修学

旅行ですので３年生の生徒全員ということになりますが、北海道の方へ派遣をなさってお

ります。これは６月中旬の４日間ということになっております。ただ、修学旅行と申しお

しても、高富町と美山町につきましては、代表が行かれるもののほかに、通常の中学校の

修学旅行というのが実際ほかにあるわけですけれども、伊自良の場合はさらに中学校の修

学旅行というのにとどまらず、あくまでも派遣事業的な色合いのあるものとして、村の事

業としての位置付けの趣も残しながら修学旅行を実施されている。通常の中学校の修学旅

行よりも増強といいますか、より手厚い形で実施されているという状況がございます。従

いまして、今この状況ですね、中学校の生徒派遣事業あるいは修学旅行につきまして、新

市になった場合、同じ市の中学校の生徒だから一本化してはどうかという検討もしたんで

すけれども、やはりこれまで派遣先、派遣をしている先とのそれなりの交流があるという

ことや、一気に例えば行き先を一本化してしまう、あるいは複数の行き先にして混成とい

う形にいたしますと、引率が非常に困難になります。中学生ということでございますの

で、顔を知っている人間が、指導できる立場の人間が引率をしないと、教育上難しいとい

うこともございますし、事前事後の研修というのもきちんと行われておりますので、これ

は今、例えば高富町ですと、高富中学校で実施いたしますので、中学校の中で事前事後の

研修が行われているということもございますので、ところがやはり混成にしますと、その

辺のことも非常に難しいという事情もございまして、とりあえずは平成１５年度だけは現

行のとおり実施してはどうかと。伊自良中学校の修学旅行につきましては、確かに修学旅

行として今現在は実施されているんですけれども、一応市の中学校生徒派遣事業として位

置づけた上で、平成１５年度は実施していただくと。ただ、せっかく一つの市になった場

合、いつまでも中学校のやり方が統一されていないのは好ましくないというご意見ももし

あるならば、１６年以降は新市において積極的な意味で調整を図りたいということで、こ

のような調整（案）になったわけでございます。 

 関連がございますので、次の協議２１号、社会教育関係事業につきましてもご説明を申

し上げます。 

 現在、伊自良村におかれましては、先般、アメリカ合衆国オレゴン州フローレンス市と
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交流をされていると説明を申し上げましたが、それとの関連で伊自良村は中学校卒業以

降、１５歳から２５歳までの青少年を、フローレンス市へ１５名以内ということで、その

ような人数で派遣されていると、これは８月上旬の８日間ということで派遣をなさってい

らっしゃるということがございます。こういった国際交流は、これから国際化の時代を迎

えまして非常に意義があるということで、新市になってもこの趣旨は受け継いでいきたい

ということで、調整（案）を読み上げますと、海外派遣事業については、新市に引き継

ぎ、その内容については新市において調整するものとするということで、行き先やどうい

った人数でやるかということにつきましては、あるいはどういった時期にやるかというこ

とにつきましては、新市において改めて前向きに、積極的な意味で検討をするということ

になりますが、基本的にはこの事業というのは継続していった方がよろしいんではないか

という提案でございます。 

 以上、海外派遣というところで関連がございますので、併せてご検討を賜れたらという

ことでご説明をいたしました。 

 以上です。 

○議長 はい、ご苦労さんでした。 

 ただいま事務局の方から説明をいたしましたが、協議第２０号の学校教育関係事業の取

扱い及び協議第２１号の社会教育関係事業の取扱いにつきまして、ご質問、ご意見があり

ましたらどうぞ。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

              （「なし」の声あり） 

 ご意見もないようでございますので、まず協議第２０号の学校教育関係事業の取扱いに

ついては、原案のとおり承認させていただくということでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしというご意見をいただきましたので、協議第２０号の学校教育関係事業

の取扱いについては、原案のとおり承認されました。 

 続きまして、社会教育関係事業の取扱いについては、原案のとおり承認させていただく

ということでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしというご発言がありました。協議第２１号の社会教育関係事業の取扱い

については、原案のとおり承認をされました。 

 続きまして、協議第２２号の（仮称）新市まちづくり構想についてのご協議をお願いい

たします。事務局からご説明をさせていただきます。 
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○事務局長 それでは、ご説明を申し上げます。 

 この説明に当たりましては、協議２２号と付してあります資料と次のページ、それから

現在お手元の方に、あくまでも参考ということでございますけれども、各町村の最新版の

総合計画を、３町村そろえてお手元に配付させていただいております。今後、新市建設計

画についてご協議していただきますので、参考にしていただきたいと思います。 

 それでは、申し訳ありません。座ってご説明をさせていただきます。 

 まず、協議２２としてあります、その次のページをご覧ください。合併協議会の重要な

検討項目といたしまして、市町村建設計画というものがございまして、前回お約束いたし

ましたように、今回は骨子素案という形で出させていただきますが、市町村建設計画とは

何かということにつきまして、法に基づきまして簡単にご説明をさせていただきます。 

 市町村の合併の特例に関する法律、いつも出てくる法律ですけれども、５条第１項に、

市町村建設計画は、概ね次に掲げる事項について、作成するものとするとなっておりまし

て、１は合併市町村の建設の基本方針、２としまして、合併市町村又は合併市町村を包括

する都道府県が実施する合併市町村の建設の根幹となるべき事業に関する事項、３としま

して、公共的施設の総合整備に関する事項、４、合併市町村の財政計画という形で、これ

は法律でございますので、非常に持って回った言い方になっておりますけれども、隣のペ

ージに参考事例という形で、新市建設計画の構成というものがございます。これは先進事

例を参考にしまして、大体こんなような構成になりますというものです。私どもの新市建

設計画はこの構成になるかどうかというのは、まだちょっとこれから検討の余地があるん

ですけれども、ご意見を賜って決めていくということでございますので、あくまでも参考

事例ということで、こんなような形になるんではないかというところでご了承いただきた

いんですが、まず序論の中で合併の必要性、それから計画策定の方針、それから概況、そ

れから主要指標の見通し、新市建設の基本方針ということで基本理念と基本方針、それか

ら新市の主要施策、新市における県事業といいますか、岐阜県事業の推進、それから公共

施設の総合整備、財政計画という形で、私どもに置きかえますと、大体こんなような形に

なるんではないかということでございます。 

 基本的に町村、今は町村ですけども、新市で行います事業と県事業が掲載されていま

す。それから、財政計画についても明らかにいたします。 

 法律の第２項を見ていただきますと、市町村建設計画は、合併市町村の建設を総合的か

つ効果的に推進することを目的とし、合併市町村の一体性の速やかな確立及び住民の福祉

の向上等を図るとともに、合併市町村の均衡ある発展に資するように適切に配慮されたも

のでなければならないといたしております。 

 それから第３項で、合併協議会は市町村建設計画を作成し、となっておりますので、あ
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くまでも新市の建設計画は、この合併協議会でないと作成できないことになりますし、そ

の場合は都道府県知事に協議しなさいということになっておりまして、内容については当

然岐阜県事業も入ってまいりますので、知事に協議するということになってまいります。 

 そんなようなことで、新市建設計画につきましては、合併協議会の中でつくることと、

内容につきましては大体このような内容にしていくんだということをご理解賜りたいと思

います。 

 今回、骨子素案として出させていただきましたのは、この参考事例の中で、新市建設の

基本方針、基本理念、基本方針というところでございまして、この部分の基本的な考え方

があって初めて事業が張り付いてくるということになりますので、まずこの柱立てにつき

まして皆様のご意見をいただきたいということで、骨子素案として提起させていただきま

す。 

 最初のページに戻ります。建設計画と法律上は言っておりますけれども、建設といいま

すと、何か箱物ですとか、例えば道路建設だとか、それに限られてしまうというようなイ

メージですので、ここはあくまでも仮称ですけれども、新市まちづくりということで掲げ

させていただきます。まちづくりの将来構想、しかも骨子の素案でございます。あくまで

も素案でございますので、ご意見を賜ればと思いますが、考え方といたしまして、大きな

流れといたしまして、時代の潮流を踏まえないといけない。地方分権というのは今後も進

んでまいりますし、少子高齢化、情報化、国際化、成熟化というような形で、やはり世の

中の大きな流れというのをつかむ必要があるだろうと、これは大きなことでございます

が、その上で３町村といいますか、新市が置かれている特性というのはどういうものがあ

るかというのを列挙してございます。 

 読み上げますと、都市近郊に位置するが、山地丘陵部が大半で自然環境に恵まれてい

る。人口は約３万1,000人で、これまで増加傾向にあったが、最近減少に転じています。

高齢化が県全体に比べて進行の度合いが高いということもございます。県全体に比べ第２

次産業のウエイトが高い、特に地場産業のある美山町で顕著だということです。岐阜県自

体も全国平均に比べますと、２次産業のウエイトが非常にものづくりの県ということで高

いんですけども、その中でも高いということでございます。最近、第３次産業のウエイト

が増加傾向にあります。サービス業ですとか商業の関係のウエイトが高まっております。

住民の生活圏は当然岐阜市を中心とする都市部に及んでいます。地域の課題といたしまし

ては、広域的連絡と申しますのは、これは何を指しているかといいますと、高速道路でご

ざいます。それから、地域内各地を結ぶための幹線道路整備が課題というのは、これは山

県郡の大きな課題でございます。それから、下水道整備というのも大きな課題になってお

ります。 
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 これらですべてということではございませんが、地域の特性としては大体このようなこ

とが考えられるだろうというのを例示的に列挙しております。 

 さらに、先程１０月に行いました新しいまちづくりに関する住民意識調査の結果も踏ま

えないといけないということで、これも紙面の都合がございまして、全部列挙するわけに

はいきません。前回の協議会ですべてその結果についてお配りしてありますので、細かい

ところにつきましてはそちらをご参照いただければと思うんですが、大体皆様の期待とい

うのを見ますと、保健、医療、福祉分野に対する期待が大きい。それから、生括環境整

備、先ほど課題のところで触れましたが、特に道路整備に対する期待が大きいというのも

ございます。それから、やはり自然環境が豊富だと、極めて美しい環境がまだあるという

ことでございまして、これを大切にしたいという意向も強い。それから、教育の充実も望

まれているということもございまして、基本的にはこういった調査結果も参考にしながら

計画をつくっていくということです。 

 それから、重要な要素といたしまして先程触れましたが、東海環状自動車道の（仮称）

高富インターチェンジが計画されている、これは踏まえるべき重要な要因と思っていま

す。 

 以上、踏まえまして、大体新市の課題と申しますのが、こんなようなことではないかと

いうことで５つほど列挙しております。これは例示的な列挙と考えていただければよろし

いかと思いますが、高齢社会への対応、快適で便利な生活環境の整備、自然環境の保全、

地域産業の振興・育成、人材育成、これらがやはり皆さんの思っていらっしゃる、あるい

は地域の抱える課題から踏まえてくると、このような状態ではないかと思われます。 

 そこで、まちづくりの基本理念と基本方針をこのように設定をいたしました。 

 豊かな自然と活力ある都市が調和した「安らかで快適な２１世紀の住みよいまちづく

り」ということで、案でございますけれども提起させていただきます。 

 やはり合併によりまして、今までとは違った地域同士が一緒になる。より都市化してい

る南部と自然環境が美しく豊富な北部が一緒になるということで、これらの調和を図る必

要があるというのが前段部分でございますし、安らかで快適なというのは、皆さんの期待

が大きいというところでございます。「２１世紀の」としていますのは、これまでと違っ

た新しい意識のもとで、意識改革を図りながら住みよいまちづくりをしてはどうかという

趣旨でございまして、今までご説明申し上げました地域の特性、アンケート、地域の課題

から踏まえてこのようなまちづくりの考え方で臨んではどうかという提案でございます。 

 まちづくりの基本方針といたしましては、やはり皆様の期待度からしましても、健やか

で安らかなまちづくりが、まず第１に来るだろうと。それから、便利で快適なまちづく

り、豊かで美しい自然を守るまちづくり、それから活力あふれる産業のまちづくり、それ
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から豊かな心と文化を育むまちづくりということで、これら５本の柱のもとに、隣のとこ

ろに主な施策としまして、これも例示的な列挙でございまして、これですべてだとか、こ

れで十分だという意味ではございません。大体どんなような事業が考えられるかを例示的

に列挙してございます。例えば便利で快適なまちづくり、２つ目を見ますと、幹線道路網

の整備促進、上下水道の整備、情報通信基盤の整備、それから行政サービスの向上と、こ

んなようなものが考えられるんではないかという、そんなように見ていただければいいか

なと思います。 

 この５本の柱といいますか、基本理念のもとに５本の柱を立てましたので、これらにつ

いて皆様のご意見をいただきたいと思います。これをどのようにしていったらいいのかと

いうことについてご意見をいただきたい。このご意見を今日賜った上で、さらにここに肉

づけをして、新市の基本理念、基本方針というものをつくっていってはどうかということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長 はい、ご苦労さまでした。 

 ただいま事務局の方から説明をいただきました協議第２２号の（仮称）新市まちづくり

構想につきましてご質問、ご意見がありましたらご発言をお願いします。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

              （「なし」の声あり） 

 協議第２２号の（仮称）新市まちづくり構想については、この法律のもとに引き続き検

討するということで、継続協議とさせていただきます。今後この素案をもとに具体的な構

想案を提示させていただきたいと思います。それでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 それでは、第２２号の（仮称）新市まちづくり構想については、継続審議とさせ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

 続きまして、協議第２３号の平成１４年度合併協議会予算についてのご協議をお願いい

たします。事務局からご説明をさせていただきます。 

○事務局長 それでは、ご説明をいたします。 

 協議２３と付してありますが、平成１４年度合併協議会予算（案）をご覧ください。座

ってご説明をさせていただきます。 

 まず、１ページですが、歳入歳出それぞれ６，０００万円の予算でございます。 

 中身のご説明をした方がよろしいかと思いますので、飛びますけれども、４ページから

ご説明をいたします。 
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 まず、歳入でございますけれども、各町村、３町村からの負担金でございます。数字を

掲げてございまして、ちょっとご説明が必要かと思います。伊自良村の負担金が１，１５

１万７，０００円ということで、人口規模、財政規模からいっても大きいんじゃないかと

いうようにとられるかと思いますけれども、これは事情がございまして、実は合併協議会

を立ち上げましたところには、国の方からその支援のための補助金がございまして、各町

村５００万円ということで、私どもの場合ですと、今年度と来年度ですね、１３年度、１

４年度というところで、どちらかで各町村当たり５００万円いただけるということになっ

ておりまして、実は最も有利な形で補助金をいただける方法をいろいろ考えまして、高富

町と美山町につきましては、本年度補助金をいただいております。ところが、伊自良村に

つきましては、本年度補助金をいただいておりません。来年度いただくことになっており

ますので、その分の加算分といいますか、５００万円の加算分が入っておりまして、見か

け上、伊自良村の負担金が高くなっておりますが、これは伊自良村から支出してもらう分

が単純に高いということではございませんので、誤解のないようにお願いをいたします。 

 ２段下の国県補助金の中で県支出金がございます。県補助金がございますが、１，２５

０万円でございますけれども、これにつきましても岐阜県の方で制度をつくっていただき

まして、２年にわたって各町村５００万円ということですが、総額１，５００万円、この

２年間で枠として使っていただいていいという制度をつくっていただきました。これも最

も有利に補助金の充てられる事業ということで、今年度２５０万円をいただくことにして

おります。従いまして、残りの１，２５０万円について来年度合併協議会支援交付金とい

う形でいただきたいと思っております。以上が歳入でございます。 

 歳出につきましては、これは昨年度との比較の中で、特に特徴的なものだけをご説明を

したいと思います。 

 会議費につきましては、これは平年度化といいますか、今年度は８月から始めています

ので、平成１４年度は一応平年度といいますか、年間を通じて合併協議会を運営していく

ということになりますので、平年度化という意味で多少増加をしております。 

 事務費につきましては、昨年度ありました工事請負費、これは合併協議会事務局の立ち

上げ分になるんですが減少しているのが大きな特徴です。 

 事業推進費につきましては、新市建設計画の概要版となりますが、住民のみなさんにお

知らせする意味で配布できるように印刷製本費として１００万円、そして平成１３年度予

算書にも債務負担行為として掲げさせていただきましたが、将来構想策定等業務委託料、

例規・事務事業調査委託料、電算システム構築調査委託料の合計４，０００万円を計上し

ています。平成１４年度合併協議会予算の概要につきましては、以上です。 

○議長 ただいま事務局から説明いたしました協議第２３号の平成１４年度合併協議会予
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算につきまして、ご質問、ご意見がありましたらご発言をお願いいたします。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

○議長 よろしゅうございますか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長 ご意見もないようでございますので、平成１４年度合併協議会予算については原

案のとおり承認させていただくことでよろしゅうございますか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 異議なしということで、協議第２３号の平成１４年度合併協議会予算については

原案のとおり承認されました。 

 次に、確認事項といたしまして、次回の協議会開催日程でございますが、原則どおり４

月１日の月曜日としたいと思います。 

 開催時間につきましては、本日と同様、午後１時３０分からということで、ご異議ござ

いませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長 ご異議なしということでございます。 

 それでは、次回は４月１日の月曜日の午後１時３０分からと決定いたします。 

 皆様には大変お忙しいところ、それぞれにご都合もあろうかと存じますが、万障繰り合

わせてご参加いただきますようお願い申し上げます。 

 また、詳しい内容等につきましては追って事務局より改めてご案内させていただく予定

でございますので、よろしくお願いいたします。 

 次回の会議における協議事項等につきましては、事務局の方から説明をさせていただき

ます。 

○事務局長 次回の協議項目でございますけれども、個別協議事項につきましては、幾つ

かの候補は上がっていますが、現在幹事会等を頻繁に開かせていただいて協議が進んでい

るところでございまして、次回どのようにというのはご勘弁願いたいと思います。また、

当然、いつものように資料の方は事前に配付させていただきますので、ご了解を賜りたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 次に、２月１日から新市名称の募集を開始したわけですが、応募状況についてお知らせ

します。実は、小・中学校生徒に特別の用紙でお願いしたものにつきましては、２月末日

締め切りということで、ちょっと別扱いにしておりますので、それを除いた数をご報告さ

せていただきたいと思います。 

 今日現在で、今日の正午現在で１，４２３件来ております。内訳を簡単に申しますと、
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専用応募はがきで５５６通、それから専用応募用紙の方、これは１５５通、それから官製

はがきが４９９ということで、専用はがきを作りまして出しやすいようにいたしました効

果が多少表れているかなというふうに思います。そのほか、ファックスが４５、規格でな

い便せん等で９、それからインターネットのホームページからの応募も結構ございまし

て、１５９というところでございまして、合わせて１，４２３ということでございます。

まだ３月２０日まで日にちがございますので、まだまだ日を追って増えていくかと思いま

すけれども、中間的な報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長 はい、ご苦労さまでした。 

 次に、レジュメに従いまして、４番のその他でございますが、何かございましたらご発

言をどうぞ。 

○委員 岐阜地域振興局の古川でございます。実は最近こちらの地域の方で非常に知名度

がアップしておりまして、明後日ですが、実はこちらの方でシンポジウムが開かれます。

そこに岐阜県として要請がありまして、出席としてありましたが、非常に懇切丁寧に名前

を書いてありまして、名前の上に役職が載っておりますが、立場上、合併協議会の方に説

明させていただいて、誤解のないようにしたいなと思います。 

 ３月３日のシンポジウムが開かれる日ですが、最初依頼がありましたときに、私もこの

協議会の委員をやっておりますので、出席するにふさわしいかどうか、迷ったところでも

ありますが、ここの委員としてではなくて、私のもう一つの顔は岐阜地域振興局の振興課

長という顔を持っておりますので、当然県民が来られる場で合併についていろいろ考えて

いただける場があるなら、積極的に私どもも協力したいという姿勢は持っております。そ

こら辺を主催者の方にもお話をしまして、あくまでもこの協議会の委員ではいかんぞと、

いわゆる振興局の振興課長として、一般論のいわゆる市町村合併についてなら参加しまし

ょうということで、最初はチラシにも書いてありますように、主催者の要請はパネラーと

して討論に加わってほしいというような話でありましたが、そうなりますと、具体的な話

になってしまいますので、お願いしまして、討論じゃなくって、前の前段でいわゆる県内

の合併の状況とか、あるいは一般論で合併についての考え方、そういうようなお話もご報

告いただければという形で参加をさせていただきます。 

 あくまでも、何回も言いますが、協議会の委員ではなくて、県職員の市町村合併を担当

する者ということで参加させていただきますので、そこら辺、そんなに誤解はないとは思

いますが、ちょっとこの場をお借りして説明させていただきます。ひとつよろしくお願い

の程をお願いします。 

○議長 ただいまの古川委員の方からは、今度何かそういうのが行われるということで、
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それは合併協議会の委員として出席するのでなく、県の職員ということで出席させていた

だきたいというご要望だと思いますが、合併を推進していただける会ということでご出席

いただければ大変ありがたいと、このように思っていますので、よろしくお願いします。 

 その他ありませんか。 

○委員 １月だと思ったんですけど、新聞に５万人以下の市になると、地方交付税が少な

くしてくるんですよというようなことが出ておったわけですけど、例えばこうして新しく

合併したところについては、そういう少なくする分を合併特例債の方で余分にあげますよ

とか、そういうようなことはなくて、同じように少なくなっていくことになるんでしょう

か。 

○事務局長 国の方針につきまして、私が説明するという立場でございませんけれども、

多分国の財政逼迫といいますか、交付税の特別会計の逼迫というものを前提にして、そう

いう話が出てきている。交付税の制度の改革という形が出てきているだろうというふうに

思っておりますけれども、基本的にすべての町村を対象として、ある一定規模については

減少することもあり得るという報道が確かにございましたが、合併する市町村に対して、

それが減少するようにしないという報道は確かにございませんでした。ただし、合併をす

る市町村への特例といたしまして、合併算定替という形で、少なくとも１０年間は合併し

なかったとした場合の交付税を差し上げましょうと、いろいろ条件はあるんですけども、

簡単に申し上げますと、そういう形になります。普通合併すると、３つあったものが１つ

の市町村になってしまいますので、通常交付税が大きく減少するのが通例なんですけど

も、これを避けるために１０年間は特例として、合併しなかった分と同等の算定の方式を

使って交付税を差し上げましょうという制度になっております。それから、１０年経った

後は、先５年間だんだん減らしていこうという制度になっておりまして、既に合併する市

町村に対しては交付税制度というのは相当有利な手当てが講じられておりますので、今の

ところこの間の報道の中で大きく全国の中で減らしていくというものに対して、さらに特

例というのはないというふうな認識でございます。 

○委員 今、酒向局長が説明されたとおりでございますが、まずそもそも論は、交付税は

今現状の段階では、人口が少ない方が額がかさむように計算されております。例えば１０

万人規模で、仮の話ですから、１０万人クラスのところで消防をやろうと思うと１００万

円かかりますよと。ところが、１万人だと１０分の１でいい、１００万円の１０分の１で

１０万円ではできないんで、そこは１．５倍の１５万円で、いわゆるこれ人口割をもとに

しております。人口が低けりゃ低い程、そこの係数を多くしとるのが現状なんです。これ

だから金がかかるから合併を進めようと思ってそもそも始まったんですね。先般、話が出

ましたのは、その今の人口が少ないところに余りにも過重に配分されているんじゃないか



- 23 - 

ということで、それを見直そうということで試算しますと、５万人ぐらいだと、このぐら

い落ちる、４万人だとこれぐらい落ちる、３万人ならこれぐらい。事実、もう現段階でも

昔は３，０００人以下ですか、そういう少ないランクまで交付税を優遇していっとった時

代があった。これはもう毎年なくなっています。その中の一環で先般の５万人、４万人、

３万人といって見直されていくと。それは今現状、そうやって人口の少ないところ程、過

重に積算されとる部分を見直していこうという、そっちの方のねらいなんです。それ以降

の話は、先程酒向局長が話をしましたように、今現実には、人口が少ないところほどたく

さん交付税をもらっておりますが、合併をして３万人になると不利なんですね。１万人ず

つでもいた方が、今の制度上は得ですから、だから３万人になると、交付税が落ちちゃう

から、それでは一気に減らすのは大変だから、１０年間、従来の方法の１万人ずつおった

場合の人口で保障しましょうというのが１０年間の保障です。 

 以上です。 

○議長 はい、ありがとうございました。 

 ほかにその他の件でございませんでしょうか。 

                  暫時後 

 よろしゅうございますか。 

              （「なし」の声あり） 

 特にご意見もないようでございますので、それでは以上で本日の議題はすべて終了いた

しました。 

 会議進行のご協力いただきまして感謝申し上げ、本日の合併協議会を閉じさせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

              午後２時４７分 閉会 


